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遠鉄グループ 2025 年度中間決算について 

 
本年度上半期のわが国経済は、継続的な賃上げや人手不足を背景とした業務効率化・DX 投資

の拡大、外食や旅行などのサービス需要の回復に支えられ、緩やかな回復基調を示しました。しか

しながら、物価上昇が継続し生活必需品が占める家計への負担は一段と増加する中で、消費者心

理は依然として厳しい状況が続きました。 

 このような状況の中、当社グループでは、遠州鉄道ウェルネス事業本部の設置や、静岡トヨタ自

動車とトヨタレンタリース浜松の合併を実施し、新たなマネジメント体制を構築して親和性のある事

業を統合することにより、組織力と顧客価値の増大を図りました。また、最大の資源である人材が、

健康的かつ意欲的に職務に取り組み、その能力を充分に発揮できるよう、賃金改善や職場環境改

善など処遇の向上に努めました。 

結果、当上半期における当社グループの連結業績につきましては、営業収益 1,086 億 4 千 3 百

万円（前年同期比 2.2％増加）、経常利益 43 億 2 千 6 百万円（前年同期比 1.5％増加）、中間純利

益 32 億 3 千 1 百万円（前年同期比 22.0％増加）となりました。 

 

 今後の見通しにつきましては、物価上昇・エネルギー価格や資材価格の高止まり、深刻な人手不

足により、事業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況の中、当社グループは中期経営計画基本方針「人を大切にして企業価値を高め

る」のもと、引き続き人への投資を最も重要な経営課題の軸とし、人材育成と組織の活性化に取り

組んでまいります。この取り組みにより、それぞれの事業が成長する体制を構築し、遠鉄グループ

の持続的な企業価値向上を図ります。 

なお、2025 年度の年間連結業績につきましては、営業収益は 2,296 億円（前年同期比 2.2％増

加）、経常利益は 70 億円（前年同期比 15.6％減少）、当期純利益は 54 億円（前年同期比 2.8％増

加）となる見込みです。 

 

（別紙） 

（１）遠鉄グループセグメント別（事業別）の概況 

（２）業績推移（連結決算・セグメント別営業収益・セグメント別営業利益） 

（３）遠鉄グループ各社の主な事業内容  
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（１）遠鉄グループセグメント別（事業別）の概況 

① 運輸事業（鉄道事業、バス事業、タクシー事業、ロードサービス事業など） 

鉄道事業におきましては、乗車人員の増加により営業収益も前年より 5.3％増加しました。 

 バス事業におきましては、3月に乗合バス全車両にクレジットカードタッチ決済を導入したほか、

高速バス e-LineR について浜松～新宿間の運行を増便するなど、お客様の利便性向上に努め

ました。その結果、営業収益は前年より 3.4％増加しました。 

タクシー事業におきましては、乗務員数の増加による運行回数の増加、自社配車アプリの普

及による利便性拡大により、営業収益が前年より 13.0%増加しました。 

以上の結果、運輸事業の営業収益は、73 億 3 千１百万円（前中間連結会計期間比８.４％増

加）となりました。 

 

 

② リテールサービス事業（百貨店業、食品スーパー業)  

 百貨店業におきましては、化粧品売り場のリニューアルを進め、お客様からご要望の多いブラ

ンドを導入したほか、地方百貨店と連携した物産催事を通じて静岡ブランドの認知向上と販路拡

充など、地域の価値向上に貢献できる店舗づくりに努めました。 

 食品スーパー業におきましては、磐田市内で13台目となる移動スーパーの稼働開始や社員ア

イデアによるオリジナル商品の発売、インド食品の取り扱い開始など、商品とサービスの新たな

価値提供に取り組みました。 

以上の結果、リテールサービス事業の営業収益は、340 億 7 千 6 百万円（前中間連結会計期

間比 2.2％減少）となりました。 

 

 

③ モビリティサービス事業（自動車販売業、石油製品販売業)  

自動車販売業におきましては、4 月に静岡トヨタ自動車とトヨタレンタリース浜松の合併を実施

し、自動車販売・カーリース・レンタカー等のモビリティサービスをワンストップで提供できる体制

を構築することで、地域に密着した総合モビリティ提供企業としての基盤強化を図りました。 

また、スズキ車の正規販売店の「スズキアリーナ寺脇店」では、新車販売が順調に伸長しまし

た。 

以上の結果、モビリティサービス事業の営業収益は、460 億 7 千 9 百万円（前中間連結会計

期間比 2.0％増加）となりました。 

 

 

④ 不動産事業（不動産業、建設工事業、ビル管理業）  

不動産業におきましては、5月に「遠鉄の不動産 藤枝店」を開業し、営業エリアの拡大を推進

しました。分譲マンションについては「ブライトタウン天竜川駅前フレシア」が総戸数97戸に対し、

85戸まで引渡しが完了し、「ブライトタウン浜北駅前」「ブライトタウン御厨駅前」の積極的な販売

活動を展開しました。 

 建設工事業におきましては、「ブライトタウン浜北駅前」の新築工事による増収のほか、太陽光

発電施設の工事・保守の安定収益の確保に努め、売上は順調に推移しました。 

以上の結果、不動産事業の営業収益は、85 億 9 千 9 百万円（前中間連結会計期間比 6.8％

増加）となりました。 



 

 

⑤ ウェルネス事業（介護事業、保険代理業、旅行業、ホテル業、遊園地事業など） 

介護事業におきましては、8月に豊橋市内5拠点目となる「ラクラス豊橋小鷹野デイサービス」を

開業しました。昨年3月にオープンした「ラクラス豊橋三ノ輪デイサービス」や既存施設においても

稼働率の向上により売上が伸長しました。 

保険代理業におきましては、7月に北陸営業所、8月に東北営業所を開設し、より広域なサービ

ス体制の構築を図りました。 

遊園地事業におきましては、「浜名湖パルパル」が66周年を迎え、静岡県出身の人気アイドル

グループメンバーに「パルっ子」代表に就任いただくなどの「推し活」に加え、「愛犬同伴の入園」な

ど新たな楽しみ方の提供に取り組みました。 

以上の結果、ウェルネス事業の営業収益は、73億3千4百万円（前中間連結会計期間比5.4％

増加）となりました。 

 

 

⑥ その他の事業（自動車運転教習業、情報サービス業、ソフトウェア開発業など） 

自動車運転教習業におきましては、通学生・合宿生の入校生数が全 6 校で増加、プロドライバー

免許、二輪免許の入校生数についても増加し、売上が好調に推移しました。 

情報サービス業におきましては、教育機関、行政機関向けに、パソコンの販売強化のほか、「学

びパートナー支援」サービスを開始し、学校教育のデジタル変革支援に取り組みました。 

以上の結果、その他の事業の営業収益は、52億2千万円（前中間連結会計期間比14.5％増加）

となりました。 

 

  



（２）業績推移 

① 連結決算 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2024 年度 2025 年度 前年比 2024 年度 

2025 年度 

（見込） 
前年比 

営業収益 106,339 108,643 102.2% 224,567 229,600 102.2％ 

営業利益 3,789 3,715 98.0% 7,263 6,600 90.9％ 

経常利益 4,262 4,326 101.5% 8,291 7,000 84.4％ 

当期純利益 2,649 3,231 122.0% 5,255 5,400 102.8％ 

 

② セグメント別営業収益 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2024 年度 2025 年度 前年比 2024 年度 

2025 年度 

（見込） 
前年比 

運輸事業 6,762 7,331 108.4% 13,608 14,400 105.8％ 
リテールサービス事業 34,848 34,076 97.8% 70,324 69,400 98.7％ 
モビリティサービス事業 45,162 46,079 102.0% 97,116 97,500 100.4％ 

不動産事業 8,050 8,599 106.8% 20,398 22,000 107.9％ 

ウェルネス事業 6,958 7,334 105.4% 14,287 15,400 107.8％ 

その他の事業 4,557 5,220 114.5% 8,833 10,900 123.4％ 

 

③ セグメント別営業利益 

（単位：百万円） 

 中間 年間 

 
2024 年度 2025 年度 前年比 2024 年度 

2025 年度 

（見込） 
前年比 

運輸事業 81 232 284.8% 177 500 282.5％ 
リテールサービス事業 324 283 87.4% 417 400 95.9％ 
モビリティサービス事業 1,874 1,386 74.0% 3,485 2,700 77.5％ 

不動産事業 452 531 117.5% 1,299 1,300 100.1％ 

ウェルネス事業 547 511 93.4% 839 800 95.4％ 

その他の事業 435 651 149.6% 1,044 900 86.2％ 

 

※2025 年度より、遠鉄スポーツクラブエスポの運営会社が遠鉄アシスト（株）から遠州鉄道（株）へ

変更となりました。これに伴い、健康スポーツ業の事業区分を、「その他事業」から「ウェルネス事

業」へ、遠鉄アシスト(株)の事業区分を「その他事業」から「不動産事業」へ変更しております。 

2024 年度の②セグメント別営業収益および③セグメント別営業利益について、変更後の事業区分

に基づき表示しております。 

※金額は、百万円未満を切り捨て表示しております。 



（３）遠鉄グループ各社の主な事業内容（2025年9月30日現在） 

事 業 区 分 事 業 内 容 主 要 な会社 

運 輸 事 業 

鉄道事業 遠州鉄道(株) 

一般乗合旅客自動車運送事業 遠州鉄道(株) 

一般貸切旅客自動車運送事業 遠州鉄道(株) 

自家用自動車運行請負業 遠州鉄道(株) 

自動車整備業 遠州鉄道(株)、日之出自動車工業(株) 

一般乗用旅客自動車運送事業 遠鉄タクシー(株) 

一般貨物自動車運送事業 日之出自動車工業(株) 

リテールサービス事業 

百貨店業 (株)遠鉄百貨店、(株)遠鉄百貨店友の会 

食品スーパー業 (株)遠鉄ストア、(株)古田屋、(株)フルタフーズ 

モビリティサービス事業 

自動車販売業 遠州鉄道(株）、静岡トヨタ自動車(株)、(株)青山商会 

自動車賃貸業 静岡トヨタ自動車(株) 

石油製品販売業 遠鉄石油(株) 

不動産事業 

不動産業 遠州鉄道(株) 

ビル管理・業務請負業、食品検査事業 遠鉄アシスト(株) 

建設工事業 遠鉄建設(株) 

ウェルネス事業 

保険代理業 遠州鉄道(株)、 

(有)マインドファミリーコーポレーション 

介護事業 遠州鉄道(株) 

健康スポーツ業 遠州鉄道(株) 

旅行業 遠州鉄道(株)  

ホテル業、遊園地事業 遠州鉄道(株)、遠鉄観光開発(株) 

その他の事業 

自動車運転教習業 (株)遠鉄自動車学校 

情報サービス業 遠鉄システムサービス(株) 

ソフトウェア開発業 遠鉄ベトナム(有) 

グループ会社数 18社（遠州鉄道含む） 


